





















す（図 1) 。今回被災した 区域は、東西約
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が大きく、 区域 （図2 の斜線部分）西
側の松合地区で死者12名の内9名が 亡
くなりました。犠牲者の多くは平屋建
ての住宅に住んでいて、避難ができな
い人が多かったと考え られます。
この地区は江戸時代以来、高
潮被害の経験がなく、町では大雨によ
るがけ崩れの被害に対して注意をはら
っていたため、高潮に対する避難通報
が遅れました。
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3 ) 浸水の原因
海岸の道路から海水が越流したとす
る推定もありますが、現地調査では、
国道に沿った植栽に、倒壊 ・破損、汚
れの付着等はほとんど見られず、 むし
ろ外周道路西側の道路法面の破壊の多
さから、大部分の海水は船溜、特に西
側の船溜から侵入したと推定されます。
船溜の入口には防潮水門が設置されて
いませんでした。
4 ) 高潮の発生原因
高潮の潮位が高くなっ た主な原因と
して、この地区の西北側を台風が進み、
西および南からの強風 により海水が水
深の浅い不知火湾の奥へ吹き寄せられ
たことが推定されます。気圧の低下に
よる海面の上昇もあったと思われます
が、当時の気圧からすると60cm程度で
す。したがって高い潮位は、 風速の2
乗に比例する吹き寄せによる海面の上
昇が大部分を 占めると推定され、また、
急激な水位上昇によ り浮き上がった乗用車
（熊本日日新聞社提供）
壁が抜け落ち家財が散乱する被災地
（熊本日日新聞社提供）
干拓により湾奥の幅がせばめられたこ
と、さらに満潮で大潮の時刻 （午前8
時）に近かったことも影響しました。
むすび
戦後の経済活動の急速な発展により
急激な土地開発が行われ、 国土の多く
の地域で土地利用が変化し、防災力が
減少しているところが 少なくありませ
ん。
この災害を教訓として、今後の災害
被害を軽減、防止するため、市町村単位
の高潮予測方法の開発をはじめ、 地域
計画、土地利用、災害情報伝達、高齢者
等の災害弱者対策等を見すえた防災シ
ステムの見直しと整備およびそのため
の研究開発をしていか ねばなりません。
（問い合わせ先：陸域水循藁モデルチー
ム 岸井徳雄）
